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日
工
同
窓
会
の
皆
様
に
は
モ
ノ
づ
く
り

の
第
一
線
で
の
ご
活
躍
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
生
産
活

動
を
通
じ
た
会
員
各
位
の
技
能
・
ス
キ
ル

向
上
お
よ
び
技
能
・
技
術
の
伝
承
に
よ
る

事
業
へ
の
貢
献
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
小
職
が
所
属
い
た
し
ま
す
鉄
道
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
水
戸
事
業
所
製
造
部
に
お
き

ま
し
て
は
、
鉄
道
車
両
用
駆
動
制
御
装
置

を
メ
イ
ン
に
、
板
金
・
溶
接
・
塗
装
・
組

立
ま
で
一
貫
生
産
す
る
少
量
多
品
種
の
非

量
産
工
場
で
あ
り
ま
す
が
、
日
工
同
窓
会

を
は
じ
め
と
し
た
従
業
員
の
皆
様
が
一
体

と
な
り
、
創
意
工
夫
・
切
磋
琢
磨
を
し
な

が
ら
高
い
目
標
に
向
か
い
奮
闘
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
感
じ
ら
れ

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

中
東
で
の
緊
迫
し
た
状
況
や
地
震
・
豪
雨

な
ど
の
天
災
、
物
価
変
動
な
ど
の
影
響
も

あ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
変
革
に

取
り
組
む
中
で
ス
ピ
ー
ド
感
は
必
要
で
す

が
、
改
め
て
現
状
を
振
り
返
り
足
元
を
固

め
る
取
り
組
み
が
重
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
初
め
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
で
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
「
法
令
遵
守
」

を
意
味
し
ま
す
が
、
倫
理
観
、
公
序
良

俗
な
ど
社
会
的
な
規
範
に
従
い
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
公
正
さ
・
誠
実

さ
・
透
明
性
を
保
ち
倫
理
的
に
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
信
頼
や
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ

今
号
の
主
な
内
容

事
業
所
幹
部
ご
所
感
　
　
　
　
　
１
面

支
部
長
登
場
、
茨
城
県
知
事
表
彰
、

日
立
市
消
防
表
彰
　
　
　
　
　
　
２
面

日
高
支
部
秋
の
イ
ベ
ン
ト
、
ラ
グ
ビ
ー
部

Ｏ
Ｂ
新
年
会
、
事
務
局
員
交
代
　
３
面

学
校
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　
４
～
５
面

本
部
会
員
の
頁
　
　
　
　
　
６
～
８
面

日
専
校
歴
史
写
真
【
13
】

会
員
の
消
息
、
編
集
後
記
　
　
　
９
面

小
平
浪
平
翁
生
誕
150
年
記
念
展
　
10
面

け
で
は
な
く
、
経
済
的
な
損
失
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
ご
存
知
の

通
り
と
思
い
ま
す
。
モ
ノ
づ
く
り
職
場
に

お
い
て
は
、
基
準
・
図
面
や
手
順
書
通
り

に
作
業
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
指

示
が
無
い
作
業
や
異
常
が
発
生
し
た
場
合

は
、
作
業
を
止
め
て
報
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
一
般
的
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
正
し
い
行
動
を
取
る
た
め
に
は
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
、
そ
の
知
識
を
正
し

く
理
解
し
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

矛
盾
が
生
じ
た
場
合
は
問
題
と
判
断
し
、

作
業
を
止
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
人
的
な
感
情
で
良
か

れ
と
思
い
誤
っ
た
判
断
を
す
る
こ
と
や
対

処
方
法
を
誤
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
時
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

上
問
題
が
無
い
か
の
観
点
で
見
つ
め
直
し
、

迅
速
に
上
長
へ
相
談
・
報
告
す
る
こ
と
が

絶
対
に
な
り
ま
す
。
最
適
な
答
え
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
違
反
と
な
る
行
動
を
抑
制
す
る
こ
と

は
出
来
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
上
長
や
関

係
部
署
は
、
上
が
っ
て
き
た
意
見
に
対
し

真
摯
に
向
き
合
い
、
目
先
や
自
分
本
位
の

考
え
で
判
断
せ
ず
全
員
が
同
じ
思
い
を
共

有
し
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
良
い

サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
リ
ス
ク
の
無
い
風
通

し
が
良
い
職
場
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

重
視
し
た
文
化
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
に
人
財
育
成
で
す
。
随
分
前
で
す
が
、

外
部
の
方
か
ら
「
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
る

人
財
は
職
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
解
釈
に
違
い
が

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
仕
事

に
誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
基
本
に
忠
実
で

あ
り
な
が
ら
高
い
技
能
を
持
ち
合
わ
せ
る

こ
と
と
、
小
さ
な
変
化
も
見
逃
さ
な
い
洞

察
力
を
兼
ね
備
え
て
ほ
し
い
と
言
う
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
お
言

葉
は
日
立
の
モ
ノ
づ
く
り
に
期
待
を
込
め

た
も
の
だ
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
多
技
能

化
を
推
進
す
る
中
で
、
一
つ
の
技
能
を
突

き
詰
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

モ
ノ
づ
く
り
へ
の
根
本
的
な
考
え
は
共
通

で
あ
り
、
異
な
る
経
験
や
ス
キ
ル
を
持
つ

多
様
な
人
財
が
数
多
く
の
経
験
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
、
問
題
解
決
能
力
も
向
上

し
、
時
代
の
変
化
へ
柔
軟
に
対
応
で
き
る

人
財
を
育
む
と
共
に
組
織
全
体
の
成
長
に

繋
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
意
識

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
伝
統
あ
る
日
工
同
窓
会

は
部
門
や
事
業
所
の
壁
を
越
え
た
絆
で
繋

が
れ
て
お
り
、
非
常
に
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
絆
を
同
窓
生

以
外
に
も
拡
げ
、
多
様
な
考
え
方
を
尊
重

し
な
が
ら
足
元
を
固
め
る
大
き
な
輪
を
作

り
、「
製
作
所
」
の
名
前
を
持
つ
日
立
の

モ
ノ
づ
く
り
魂
を
進
化
さ
せ
な
が
ら
後
世

に
受
け
継
が
れ
新
た
な
未
来
が
切
り
開
か

れ
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
工
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
、
な
ら
び
に

ご
家
族
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

『
足
元
を
固
め  
未
来
へ
飛
躍
を
』

(

株)

日
立
製
作
所
　
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｌ
ｏ
Ｂ 
ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
　

水
戸
車
両
シ
ス
テ
ム
統
括
本
部
　
水
戸
生
産
本
部
　

福
　
田
　
敦
　
志

電
気
品
製
造
部
長
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表彰の薄井健男氏（89卒）

支 部 長

野村 公彦（77卒）

　
日
工
同
窓
会
会
員
の
皆
様
が
、
日
専
校

で
の
楽
し
い
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
、
思

い
出
深
い
日
立
市
で
、
活
動
し
て
い
る
日

立
支
部
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
日
立
支
部
は
電
製
、
生
技
、
Ｐ
Ｕ
製
、

原
子
製
と
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
、

総
勢
265
名
の
会
員
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
旧
海
岸
工
場
も
同
じ
日
立
支
部

と
し
て
、
800
名
近
い
大
規
模
な
支
部
と
し

て
共
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
組
織
の

変
更
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
日
立
支
部
は

分
散
さ
れ
た
形
と
な
り
ま
す
。

　
日
立
と
い
え
ば
発
祥
の
地
で
あ
り
モ
ー

タ
ー
の
（
山
手
）、
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
管

理
、
事
業
所
の
設
備
保
全
業
務
を
請
け
負

う
（
国
分
）、
鉄
道
／
自
動
車
／
家
電
等

の
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
貢
献
す

る
Ｐ
Ｄ
製
、
原
子
力
発
電
所
建
設
か
ら
定

検
業
務
に
従
事
す
る
原
子
製
の
（
臨
海
）

と
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
３
地
区
に
お
い

て
製
品
製
造
か
ら
現
地
対
応
ま
で
幅
広
い

支
部
長
登
場

支
部
長
登
場

日  
立  

支  

部

日
立
市
消
防
表
彰

　
２
０
２
４
年
１
月
７
日
に
日
立
市
の
出

初
式
が
開
催
さ
れ
た
。
消
防
関
係
者
443
名
、

消
防
関
係
車
両
43
台
、
来
場
者
は
約
800
名
。

晴
天
の
空
の
下
、
消
防
車
が
並
ぶ
姿
は
ま

さ
に
圧
巻
で
あ
る
。
自
衛
消
防
団
と
し
て

プ
ロ
テ
リ
ア
ル
連
合
消
防
隊
、
高
砂
自
動

車
班
・
伍
長
の
薄
井
健
男
氏
（
89
卒
）
が

表
彰
さ
れ
た
。
長
年
に
渡
る
消
防
隊
と
し

て
の
経
験
を
活
か
し
今
後
も
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

伊
藤
　
和
博
氏
（
74
卒
・
日
立
）

〈
生
産
設
備
保
全
工
〉

　
長
年
に
わ
た

り
設
備
保
全
業

務
に
従
事
。
新

た
な
保
全
手
法

を
開
拓
す
る
な

ど
、
工
場
の
大
型
設
備
の
整
備
と
工
場
内

イ
ン
フ
ラ
の
安
定
化
に
貢
献
。
安
全
に
関

し
て
豊
富
な
知
識
を
有
し
、
法
規
制
設
備

の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
職
業
訓
練
指
導
員
を
取
得
す
る

な
ど
、
技
能
伝
承
や
後
進
指
導
・
育
成
に

も
尽
力
し
て
い
る
。

業
務
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
支
部
の
活
動
と
し
て
は
、
今
年
は
４
年

ぶ
り
に
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
、

当
日
は
会
員
が
約
100
名
、
事
業
所
幹
部
や

議
員
団
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
が
一
同
に
集

ま
り
、
世
代
関
係
な
く
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
た
こ
と
は
、
支
部
活
動
と
し
て
と
て

も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
活
動
の

糧
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
立
市
で
の
活

動
で
す
の
で
、
日
専
校
の
行
事
で
あ
る
日

専
祭
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
以
前
は
バ
ザ
ー
、昨
年
か
ら
は〝
男

気
〟
大
抽
選
会
を
開
催
し
、
生
徒
よ
り
大

好
評
を
得
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
の
恒
例

行
事
と
し
て
現
役
の
後
輩
に
喜
ん
で
も
ら

え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
日
工
同
窓
会
並
び
に
関
係
者

の
皆
様
に
日
々
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
日
立
支
部
へ
の
ご
指
導
、
ご
支

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
部
長
っ
て
こ
ん
な
人

　
会
員
の
皆
様
も
犬
や
猫
、
う
さ
ぎ
他
、

ペ
ッ
ト
を
飼
わ
れ
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　
我
が
家
も
11
年
前
に
新
し
い
家
族
を
迎

え
入
れ
ま
し
た
。『
犬
を
飼
っ
て
散
歩
す

る
の
が
夢
』
と
当
時
小
学
生
だ
っ
た
娘
の

希
望
も
あ
り
、
悩
ん
だ
末
に
決
断
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。(

夢
は
叶
え
て
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
散
歩
は
長
続
き
し
ま

せ
ん
で
し
た)

。
そ
ん
な
愛
犬
も
高
齢
犬

で
す
。
家
族
が
帰
宅
す
る
と
、
ワ
ン
ワ

ン
吠
え
な

が
ら
尻
尾

を
振
っ
て

迎
え
て
く

れ
ま
す
が
、

気
が
乗
ら

な
い
と
反

応
も
小
さ

く
、
私
の

場
合
は
喜
ぶ
時
間
も
短
い
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
ソ
フ
ァ
に
座
る
と
膝

に
飛
び
乗
っ
て
甘
え
て
く
る
可
愛
い
家
族

で
す
の
で
、
今
後
も
可
愛
が
っ
て
思
い
出

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

IGBT、ダイオード、高耐圧IC等革新軽水炉HI-ABWR

鉄道用モータ

２
０
２
３
年
度
茨
城
県
技
能
者
表
彰

　
　
　４
名
が
受
章
（
県
知
事
表
彰
）

《
３
名
は
前
号
で
掲
載
済
》
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日
高
支
部 

秋
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
　
　
　
　

　
会
員
総
数
78
名
の
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
日
高

支
部
の
年
間
行
事
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
が
11

月
11
日
に
日
立
の
『
焼
肉
・
繋
』
を
貸
切
っ

て
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の
支
部
で
も
そ
う

か
も
か
も
知
れ
な
い
が
近
年
支
部
行
事
に

若
手
会
員
の
参
加
率
が
低
い
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
高
支

部
は
そ
う
で
は
な
い
。
７
月
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
も
そ
う
だ
が
今
回
も
若
手
の
参
加

率
が
非
常
に
高
い
。
年
配
会
員
と
し
て
は

あ
り
が
た
い
と
感
じ
る
。

　
若
手
が
望
む
も
の
は
何
で
あ
る
か
？
ど

う
す
れ
ば
若
手
が
来
て
く
れ
る
か
？
数

回
の
打
ち
合
わ
せ
で
支
部
役
員
が
出
し
た

【
答
え
】
は
参
加
費
を
安
く
、
若
手
が
好

き
な
も
の
、
そ
う
『
焼
肉
』
だ
。

　
中
に
は
夜
勤
前
に
参
加
し
途
中
退
席
す

る
会
員
も
い
た
ほ
ど
だ
。
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
ま
な
い
の
も
特
性
か
も
し
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
自
由
だ
。

　
企
画
委
員
の
進
行
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
盛

り
上
が
り
当
然
の
よ
う
に
時
間
は
延
長
。

談
笑
、
ア
ツ
い
語
ら
い
先
輩
後
輩
と
い
う

よ
り
も
仲
間
と
い
う
言
い
方
が
適
切
に
感

じ
た
。
ま
さ
に
会
員
の
為
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。

　
是
非
、
各
支
部
に
も
展
開
し
た
い
。
こ

れ
か
ら
を
担
う
若
い
世
代
が
同
窓
会
を
よ

り
身
近
に
感
じ
る
た
め
に
【
先
輩
】
は
何

を
す
べ
き
か
。
日
高
支
部
に
は
感
じ
る
も

の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
先
人
か
ら
の
襷

は
ま
さ
に
店
名
同
様
に
繋
い
だ
と
感
じ
る

時
間
だ
っ
た
。鈴木

　
光
彦
（
78
卒
・
日
高
）

事
務
局
員
交
代
の
お
知
ら
せ

　
事
務
局
会
計
担
当
の
樫
村
泉
さ
ん
の

２
０
２
３
年
12
月
末
退
任
に
伴
い
、
同
年

11
月
１
日
付
で
川
崎
有
美
さ
ん
が
事
務
局

会
計
担
当
に
就
任
し
、
業
務
引
き
継
ぎ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
樫
村
さ
ん
に
は
、
約
９
年
に
わ
た
り
同

窓
会
会
計
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
長
年
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日
専
校
（
科
技
高
）
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ

２
０
２
４
年
新
年
会
を
開
催

　
２
０
２
４
年
１
月
13
日
（
土
）
に
、
毎

年
恒
例
の
日
専
校
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
の

新
年
会
を
、
東
海
村
の
茶
房
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

に
て
開
催
し
た
。

　
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
１
９
８
０
年
に
綿
引
修

先
生
が
創
部
し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
の
教
え
子

た
ち
が
先
生
を
囲
ん
で
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
最
初
の
卒
業
生
で
あ
る
66
卒

か
ら
79
卒
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
総
勢
29
名

で
の
新
年
会
と
な
っ
た
。

　
今
年
は
、
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
決
勝

の
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
１
９
７
８

年
度
の
優
勝
メ
ン
バ
ー
で
母
校
の
ネ
ク
タ

イ
を
締
め
て
参
加
さ
れ
た
綿

引
先
生
よ
り
ラ
グ
ビ
ー
に
絡

め
た
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後

に
、
幹
事
事
業
所
を
代
表
し

て
大
み
か
支
部
の
瀬
谷
善
行

氏
（
68
卒
）
の
乾
杯
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
進

む
に
つ
れ
、
当
時
の
厳
し
い

練
習
や
試
合
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
歴
代
部
員
や
合
宿
等
で

の
デ
ィ
ー
プ
な
想
い
出
話
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
、
今
回
初
参
加
の
森
谷

氏
、
生
田
氏
、
菅
原
氏
（
79

卒
）
よ
り
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
一

方
、
先
輩
側
か
ら
は
、
高
安

博
明
氏
（
68
卒
）
に
よ
る
県

政
報
告
、北
原
祐
二
氏
（
74
卒
）

に
よ
る
市
政
報
告
を
い
た
だ

い
た
後
に
、
令
和
５
年
秋
に

栄
え
あ
る
黄
綬
褒
章
を
受
章

し
た
滝
安
夫
氏
（
70
卒
）、「
現

代
の
名
工
」
を
受
章
し
た
高

橋
忍
氏
（
72
卒
）
か
ら
貴
重

な
経
験
談
と
後
輩
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
、
非
常
に
盛
り
沢

山
な
会
と
な
っ
た
。

　
最
後
は
、
遠
路
ご
出
席
い
た
だ
い
た
初

代
キ
ャ
プ
テ
ン
の
大
野
浩
行
氏
（
66
卒
）

か
ら
締
め
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
今
回
出

席
で
き
な
か
っ
た
Ｏ
Ｂ
に
も
声
か
け
合
っ

て
、
来
年
は
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
く
こ
と
を
皆
で
誓
い
合
い
散
会
し
た
。

記
　
佐
藤
　
貞
男
（
68
卒
・
国
分
）

樫村　泉さん川崎 有美さん

秋のイベント　焼肉・繋にて　～会員の輪を繋げよう～

盛り上がりを見せる若手会員



日　工　同　窓　会　報 No.463（4）2024年2月22日発行

　
以
下
に
記
載
の
学
年
は
、
各
学
校
行
事

時
の
も
の
で
あ
る
。

２
０
２
４
年
１
月
か
ら

　
２
月
ま
で
の
資
格
試
験
一
覧

　
こ
の
期
間
に
日
専
校
生
が
取
り
組
ん
だ

資
格
・
検
定
試
験
の
一
覧
を
記
載
す
る
。

●
１
月
19
日
　
実
用
英
語
技
能
検
定
一
次

　
２
月
18
日
　
二
次
（
全
学
年
）

●
１
月
21
日
　
技
能
士
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

　
３
級
学
科
（
２
年
電
気
科
）

●
１
月
30
日
　
技
能
士
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

　
３
級
実
技
（
２
年
電
気
科
）

事
業
所
交
流
セ
ミ
ナ
ー

　
２
年
生
を
対
象
に
、
①
事
業
所
か
ら
の

情
報
提
供
と
ニ
ー
ズ
伝
達
、
②
事
業
所

実
習
・
配
属
へ
の
意
識
付
け
を
目
的
と
し

た
事
業
所
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
、
10
月
か
ら

１
月
に
か
け
て
日
専
校
特
別
教
室
に
お
い

て
３
回
実
施
し
た
。
講
師
と
し
て
来
校
さ

れ
た
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
多
賀
事
業
所
の
金
澤
歩
夢
さ
ん

（
106
卒
）、
日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
の
斉
藤
豊

城
さ
ん
（
105
卒
）
か
ら
は
技
能
五
輪
へ
の

挑
戦
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
日
立

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
水
戸
事
業
所
の
大
宮
昭
弘

さ
ん
、
瀧
田
裕
樹
さ
ん
か
ら
は
、
安
全
の

重
要
性
や
日
専
校
生
に
期
待
す
る
も
の
な

ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ

れ
、
生
徒
か
ら
出
さ
れ
た
多
く
の
質
問
に

対
し
て
、
講
師
か
ら
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
。

関
東
工
業
高
校
剣
道
大
会

　
12
月
24
日
、
東
京
都
立
多
摩
工
科
高
等

学
校
に
て
、
第
６
回
関
東
工
業
高
校
剣

道
大
会
が
行
わ
れ
た
。
関
東
地
区
に
所
属

す
る
工
業
高
校
21
校
が
参
加
し
、
男
子
は

団
体
戦
、
女
子
は
個
人
戦
で
実
施
さ
れ
た
。

関
東
大
会
に
出
場
す
る
強
豪
校
も
参
加
す

る
こ
の
大
会
に
、
本
校
は
第
２
回
・
第
３

回
と
出
場
し
、
男
子
団
体
で
２
連
覇
し
て

い
る
。
し
か
し
、
近
年
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
で
大
会
に
参
加
で
き
ず
、
３

大
会
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
。
男
子
団
体

は
予
選
リ
ー
グ
を
１
位
で
突
破
し
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
が
、
優
勝
し

た
栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
校
に
大
将
戦

の
末
に
惜
敗
し
ベ
ス
ト
８
と
い
う
結
果
で

終
わ
っ
た
。
女
子
個
人
に
出
場
し
た
大
橋

由
依
（
１
年
機
械
科
）
は
初
戦
こ
そ
硬
さ

が
見
え
た
が
、
試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
調

子
を
上
げ
、
４
回
戦
を
勝
ち
抜
き
決
勝
戦

に
進
出
し
た
。
決
勝
戦
の
相
手
は
多
摩
工

科
高
校
で
上
段
を
構
え
る
選
手
。
こ
れ
ま

で
上
段
選
手
と
の
対
戦
経
験
が
少
な
く
苦

戦
し
た
が
、
試
合
終
盤
で
自
分
の
間
合
い

を
つ
か
み
、
小
手
を
決
め
一
本
勝
ち
で
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
大
会
を

通
じ
て
県
外
の
工
業
高
校
生
と
の
新
た
な

交
友
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
経

験
と
な
っ
た
。

１
年
機
械
科
　
大
橋
　
由
依

  

関
東
工
業
高
校
剣
道
大
会
に
出
場
す
る

の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
初
戦
は
緊
張

と
不
安
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
動
く
こ

と
が
で
き
ず
、
危
う
い
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
２
試
合
目
か
ら
は
場
の
雰
囲
気
に

も
慣
れ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
試
合
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
決
勝
ま
で
勝
ち
進
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
の
相
手
は
上
段
の

選
手
で
、
上
段
に
勝
利
し
た
経
験
が
少
な

い
自
分
に
と
っ
て
は
少
な
か
ら
ず
苦
手
意

識
が
あ
り
ま
し
た
が
、
絶
対
に
負
け
な
い

と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に
挑
み
、
出
コ
テ

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
大
会
で

経
験
し
た
こ
と
を
次
の
関
東
予
選
や
全
国

予
選
で
、
ど
ん
な
相
手
で
も
絶
対
に
負
け

な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
挑
み
、
良
い

結
果
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
年
生
国
内
英
語
研
修

　
１
月
14
日
、
15
日
、
福
島
県
天
栄
村
に

あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル
ズ
に
お

い
て
、
２
年
生
の
英
語
研
修
を
実
施
し

た
。
学
年
単
位
で
の
訪
問
は
、
３
年
目
と

な
る
が
、
例
年
と
比
べ
る
と
積
雪
も
少
な

く
、
ま
た
、
団
体
の
宿
泊
者
も
本
校
の
み

で
活
動
し
や
す
か
っ
た
。
施
設
に
つ
い
て

は
、
英
国
か
ら
材
料
を
運
搬
し
て
建
築
さ

れ
た
数
多
く
の
建
物
や
調
度
品
に
よ
り
、

日
本
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
異
国
情
緒
豊

か
な
環
境
を
作
り
出
し
て
い
た
。
研
修

は
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
現
地

ス
タ
ッ
フ
と
英
語
の
み
使
用
し
た
２
日
間

で
５
つ
の
研
修
を
受
講
す
る
と
い
う
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
っ
た
が
、
参

加
が
自
由
な
２
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

も
生
徒
が
挑
戦
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
考

動
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
修
了
証
書
授
与

式
で
は
、
考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
長
の
崎

川
真
之
介
（
２
年
電
気
科
）
と
小
澤
孝
次

郎
（
２
年
溶
接
科
）
の
英
語
に
よ
る
挨
拶

で
講
師
の
ス
タ
ッ
フ
に
御
礼
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
語
学
力
の
向
上
だ
け
で
は

な
く
、
校
外
の
環
境
や
施
設
に
お
け
る
エ

チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
の
習
得
に
も
繋
が
る

研
修
と
な
っ
た
。

技
能
士
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
3
級
検
定

　
１
月
21
日
に
学
科
試
験
、
１
月
30
日
に

実
技
試
験
の
２
日
間
、
２
年
生
電
気
科
制

事業所交流セミナー

関東工業高校剣道大会

２年生国内英語研修

技能士シーケンス制御３級検定

学
校
だ
よ
り

（
５
頁
へ
続
く
）



日　工　同　窓　会　報（5）No.463 2024年2月22日発行

御
コ
ー
ス
の
全
員
８
名
が
国
家
検
定
「
技

能
士
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
３
級
」
試
験
に
挑

戦
し
た
。
本
検
定
試
験
は
自
動
生
産
設

備
等
の
制
御
（
頭
脳
）
に
相
当
す
る
Ｐ
Ｌ

Ｃ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
レ
ベ
ル
や
周
辺
機

器
（
ス
イ
ッ
チ
、
セ
ン
サ
ー
、
モ
ー
タ
等
）

構
成
に
よ
る
総
合
的
な
技
能
技
術
レ
ベ

ル
を
認
定
す
る
試
験
で
あ
る
。
生
徒
た
ち

は
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基

礎
と
な
る
３
級
レ
ベ
ル
の
ラ
ダ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
習
で
学
び
、
過
去
問
題
や
模
擬

問
題
に
取
り
組
み
、
十
分
に
準
備
を
し
て

試
験
に
臨
ん
だ
。
当
日
は
全
員
が
緊
張
し

た
面
持
ち
な
が
ら
も
落
ち
着
い
て
取
り
組

み
、
培
っ
た
技
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て

い
た
。
合
否
は
３
月
８
日
に
発
表
さ
れ
る
。

成
沢
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

　
２
月
１
日
、
日
立
市
立
成
沢
小
学
校
の

４
年
生
33
名
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
材
、
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
を
活
用
し
た
出

前
授
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
日

専
校
か
ら
は
職
員
２
名
と
２
年
電
気
科
生

徒
８
名
が
出
向
き
、
小
学
生
た
ち
と
カ
ー

リ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
学
習
を
楽
し
ん
だ
。
小
学
生
の
目
線

に
立
っ
て
準
備
・
実
行
し
て
く
れ
た
生
徒

た
ち
の
動
き
は
素
晴
ら
し
く
、
大
変
頼
も

し
く
感
じ
た
。
ま
た
、
全
力
で
楽
し
ん
で

く
れ
た
成
沢
小
の
児
童
た
ち
の
笑
顔
は
何

よ
り
嬉
し
い
も
の
だ
っ
た
。
今
後
も
小
中

学
生
に
対
し
て
、
自
分
の
手
で
何
か
の
物

や
動
き
を
生
み
出
す
こ
と
の
喜
び
を
感
じ

て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
た
い
と
考
え
る
。
成
沢
小
と
日
専
校

は
徒
歩
10
分
と
い
う
ご
近
所
さ
ん
で
あ
り

な
が
ら
、
な
か
な
か
交
流
の
機
会
を
創
る

こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
今
回
貴
重
な
機

会
を
く
だ
さ
っ
た
成
沢
小
の
先
生
方
に
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
　（
広
報
担
当

：

鈴
木
　
江
里
）

２
年
電
気
科
　
猪
口
　
健
太

　
成
沢
小
と
の
交
流
に
あ
た
っ
て
、
学
校

で
後
輩
と
の
会
話
と
小
学
生
と
の
会
話
で

は
違
っ
た
会
話
に
な
る
だ
ろ
う
と
不
安
で

し
た
。
し
か
し
、
一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
取
り
組
む
う
ち
に
同
じ
目
線
で
の
会

話
に
も
慣
れ
て
楽
し
く
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
た
ち

に
よ
り
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
事
前
に
自
分
た
ち
の
あ
だ
名
を
考
え

た
り
、
楽
し
い
自
己
紹
介
を
す
る
な
ど
工

夫
し
て
臨
み
ま
し
た
が
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
小
学
生
の
反
応
が
良
く
、
や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
活

か
し
て
も
っ
と
沢
山
の
人
に
モ
ノ
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

工
業
基
礎
学
力
テ
ス
ト

　
２
月
２
日
、
２
年
生
が
工
業
基
礎
学
力

テ
ス
ト
を
受
験
し
た
。「
工
業
教
育
の
質

の
確
保
・ 

向
上
の
観
点
か
ら
、
生
徒
の

基
礎
学
力
の
習
得
と
学
習
意
欲
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
自
校
生
徒
の
基
礎
学
力

の
定
着
度
合
い
を
把
握
し
、指
導
の
工
夫
・

充
実
に
資
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
受
験
科
目
に
つ
い

て
は
、
電
気
科
は
「
電
気
」
①
直
流
回
路

②
静
電
気
、
磁
気
③
交
流
回
路
、
三
相
交

流
④
電
気
計
測
⑤
情
報
基
礎
、
通
信
技
術

の
基
礎
の
５
つ
の
観
点
。
機
械
科
は
「
機

械
」
①
力
の
合
成
・
モ
ー
メ
ン
ト
、
仕
事

と
動
力
②
測
定
、
機
械
製
図
③
応
力
と
ひ

ず
み
、
反
力
と
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
④
材
料

の
強
さ
、
機
械
材
料
の
性
質
⑤
溶
接
・
切

削
・
鍛
造
、
材
料
試
験
の
５
つ
の
観
点
。

溶
接
科
は
「
材
料
」
①
材
料
の
一
般
的
知

識
と
性
質
、
状
態
図
と
結
晶
組
織
②
材
料

の
試
験
と
検
査
、
炭
素
鋼
③
炭
素
鋼
の
熱

処
理
、
材
料
加
工
と
管
理
方
法
④
塑
性
加

工
、
鋳
造
⑤
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
切
削
加
工

の
５
つ
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
題
さ
れ

た
。
各
科
幅
広
い
分
野
か
ら
の
出
題
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
来
た
こ
と

を
真
剣
な
面
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

技
能
五
輪
電
気
溶
接
茨
城
県
予
選
会

　
２
０
２
３
年
度
技
能
五
輪
「
電
気
溶
接

職
種
」
茨
城
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校

よ
り
益
山
桧
（
２
年
溶
接
科
）
が
出
場
し

た
。
こ
の
大
会
は
２
０
２
４
年
度
技
能
五

輪
全
国
大
会
の
県
代
表
を
選
考
す
る
大
会

で
あ
り
、
同
日
、
県
内
の
４
会
場
で
分
散

開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
卒
業

生
４
名
、
事
業
所
実
習
生
の
佐
藤
琉
（
３

年
生
溶
接
科
）
大
曽
根
陸
（
同
）
中
條
大

吉
（
同
）
の
３
名
、
計
８
名
が
出
場
し
た
。

益
山
が
本
格
的
に
課
題
製
作
の
練
習
を
開

始
し
た
の
は
昨
年
10
月
、
先
輩
方
と
比
べ

練
習
期
間
も
短
く
厳
し
い
状
況
で
の
参

加
と
な
っ
た
。
ま
た
、
職
業
能
力
開
発
協

会
、
技
能
検
定
員
が
立
会
の
元
で
行
わ
れ

る
公
式
の
大
会
の
出
場
も
初
め
て
の
経
験

で
、
表
情
か
ら
も
緊
張
し
て
い
る
様
子
が

伺
え
た
。
普
段
ミ
ス
を
し
な
い
箇
所
で
ミ

ス
を
す
る
な
ど
、
す
べ
て
が
普
段
通
り
に

課
題
を
製
作
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

が
、
今
で
き
る
こ
と
を
十
分
に
発
揮
し
て

競
技
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
２
月
８

日
、
日
立
事
業
所
に
全
員
の
課
題
を
集
め

採
点
を
行
い
、
３
月
中
旬
に
は
県
代
表
の

推
薦
を
得
ら
れ
る
か
が
決
定
す
る
。

２
年
溶
接
科
　
益
山
　
桧

　
今
回
の
大
会
に
出
場
し
て
一
番
感
じ
た

の
は
「
訓
練
は
本
番
の
如
く
。
本
番
は
訓

練
の
如
く
。」
と
い
う
こ
と
を
実
践
す
る

こ
と
の
難
し
さ
で
す
。
先
生
方
に
は
日
々

の
訓
練
に
お
い
て
「
課
題
を
製
作
す
る
時

は
い
つ
も
本
番
だ
と
思
っ
て
や
る
こ
と
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
会

を
終
え
、
自
分
と
し
て
は
普
段
の
訓
練
か

ら
本
番
を
意
識
し
て
い
た
は
ず
な
の
で
す

が
、
い
ざ
本
番
で
は
良
く
も
悪
く
も
普
段

よ
り
課
題
製
作
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
し

た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
は
無
意

識
の
う
ち
に
無
駄
な
時
間
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
の
課
題

訓
練
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
番
を
意
識

し
て
行
い
、
溶
接
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

工業基礎学力テスト

成沢小学校プログラミング教室

技能五輪電気溶接茨城県予選会

（
４
頁
の
続
き
）
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51
回
卒
で
構
成
す
る
51
（
ゴ
ー
イ
チ
）

会
喜
寿
記
念
一
泊
同
期
会
が
、
10
月
20
日

に
常
陸
大
宮
市
の
湯
ノ
澤
鉱
泉
に
て
16
人

の
参
加
者
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
泊
同
期
会
は
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ブ
ラ
ン
ク

を
感
じ
さ
せ
な
い
盛
大
な
同
期
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
恒
例
の
近
況
報
告
で
は
、
宴
会
席
上
と

次
の
日
の
朝
食
後
に
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

の
現
在
の
日
常
生
活
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い
こ
う
、

い
か
な
く
て
は
と
、
二
年
後
の
再
会
を
約

し
解
散
し
ま
し
た
。
よ
い
同
期
会
で
し
た
。

（
追
）
51
会
で
は
通
信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
グ
ル
ー
プ
「
51
会
」
を
開
設
し
て
お
り
、

連
日
活
発
に
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

（
生
田
目
　
寿
男
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
み
せ
た
２
０

２
３
年
11
月
20
日
（
月
）、
大
子
町
の
リ

バ
ー
サ
イ
ド
奥
久
慈
「
福
寿
荘
」
に
て
、

２
０
１
８
年
度
以
来
の
五
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。

　
約
３
か
月
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
ゴ
ル

フ
を
６
人
に
て
楽
し
ん
だ
後
、
15
時
頃

に
宿
入
り
し
た
。
そ
の
後
一
人
二
人
と
参

加
者
が
到
着
し
、
宴
会
開
始
の
18
時
ま
で
、

幹
事
部
屋
に
て
ミ
ニ
宴
会
と
な
っ
た
。

　
今
回
は
門
脇
君
、
小
林
君
が
初
参
加
と

な
り
卒
業
以
来
の
再
会
で
顔
と
名
前
が

一
致
し
な
い
変
貌
ぶ
り
に
驚
き
の
言
葉
と

笑
い
の
中
で
話
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
っ
た
。

　
宴
会
も
近
づ
く
頃
合
い
に
入
浴
を
済
ま

せ
12
人
の
参
加
者
が
全
員
到
着
し
、
定

刻
の
18
時
に
大
友
君
の
乾
杯
で
宴
会
が
始

ま
っ
た
。

　
乾
杯
後
、
代
表
幹
事
の
神
永
よ
り
、
今

回
の
開
催
に
あ
た
っ
て
の
経
緯
と
、
当
初

参
加
を
予
定
し
て
い
た
が
急
き
ょ
や
む
な

く
欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
、
橋
本

君
、
根
本
君
か
ら
の
欠
席
理
由
等
の
説
明

と
他
の
欠
席
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
報
告

し
た
。

　
そ
の
後
は
各
人
の
近
況
報
告
が
あ
り
、

川
崎
良
文
君
が
絵
本
「
小
さ
な
ね
が
い
」

を
発
刊
し
た
話
に
は
皆
が
驚
嘆
し
た
。

　
在
学
当
時
の
昔
話
で
宴
は
大
変
な
盛
り

上
が
り
と
な
っ
た
。
最
後
は
校
歌
・
寮
歌

を
斉
唱
、
大
森
晴
男
君
の
締
め
で
一
次
会

は
閉
会
し
た
。

　
二
次
会
は
再
度
幹
事
部
屋
に
て
全
員
参

加
で
行
っ
た
。
更
な
る
思
い
出
話
は
延
々

と
続
い
た
が
、
11
時
頃
に
は
床
に
就
く
人

が
出
始
め
閉
会
と
な
っ
た
。

　
翌
朝
は
早
々
と
入
浴
さ
れ
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
、
朝
食
を
摂
り
、
昨
夜
の
反
省
と

次
回
の
開
催
と
再
会
を
約
束
し
散
会
し
た
。

（
神
永
　
克
雄
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　
２
０
２
３
年
10
月
27
日
（
金
）、
２
０

０
８
年
２
月
に
第
１
回
を
開
催
し
た
同
期

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
24
回
を
数
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
最
多
参
加
者
数
は
２
０
１
９
年
に
21
人

を
記
録
し
た
が
、
最
近
は
14
～
16
人
で
落

ち
着
き
、
参
加
メ
ン
バ
ー
も
ほ
ぼ
固
定
化

し
つ
つ
あ
る
。
開
催
頻
度
は
年
に
３
～
４

回
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
の
日

立
高
鈴
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
14
人
が
集
合
、

い
つ
も
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い

コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。
カ
ー
ト
に
表
示
さ
れ

る
ス
コ
ア
と
順
位
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら

全
員
が
無
事
18
ホ
ー
ル
を
回
り
終
え
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ブ
ー
ビ
ー
又
は
ブ
ー
ビ
ー

メ
ー
カ
ー
の
常
連
だ
っ
た
筆
者
戸
村
と
美

山
氏
が
優
勝
、
準
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
参

加
者
の
驚
き
と
笑
い
を
誘
っ
た
。

　
次
回
第
25
回
は
、
２
０
２
４
年
３
月
29

日
（
金
）、
日
立
高
鈴
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

開
催
予
定
で
あ
る
。
新
規
参
加
者
募
集
中
。

（
戸
村
　
紀
一
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

 

同
期
会
活
動
の
会
報
記
事

                

寄
稿
の
お
願
い

　
同
期
会
活
動
を
実
施
し
た
場
合
、
全
体

で
行
う
同
期
会
（
懇
親
会
）
に
限
ら
ず
地

域
・
地
区
・
ク
ラ
ス
別
等
の
同
期
会
や
幹

事
会
に
つ
い
て
も
会
報
に
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
日
時
、
場
所
、
実
施
内
容
と
と
も
に
写

真
を
添
え
て
寄
稿
い
た
だ
き
た
く
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
小
委
員
会
　
主
査
　
戸
村
　
紀
一

喜
寿
記
念
一
泊
同
期
会
開
催

51
回
卒

5
年
ぶ
り
の
再
会

　54
回
卒
同
期
会
を
開
催

54
回
卒

第
24
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

58
回
卒
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（１月26日に行われた2023年度後期「運営会議」で報告されたものです。）

◆42回卒（齋藤　實則）

（1）３年おきに実施していた同期会（一泊）は、コロナ禍

以降、行っていない。

（2）この間、幹事による話し合いは続けている。

（3）いよいよ｢米寿｣、ホテル泊まりは色々な意味でリスク

が高い。早めにやる方向で協議中である。

◆44回卒（関根　幸一）

１.同期の動向 （年齢：傘寿＋３歳前後）

　①春と秋に金砂郷CCで2回のゴルフを楽しんでいる

　　参加者は7～ 8人（2組）でゆっくりプレー 

　②前回から同期の2人（本部会員）が逝去

　③身体（脳と肢体）に不自由者（特に方向迷い、ひざ関係）

　が増えた 

　④免許証返納者がボチボチ 

　⑤在宅テレビ鑑賞会者がかなり増えた（外に出るのが面倒）

　⑥ボランティア活動を継続的に行動する人はまだ健在 

　⑦小平浪平翁（日立創業社長）生誕地を訪ねるバス旅行 

　に2人（荒井、関根）が参加

２.今後の予定

　①コロナ禍が緩和された（また増えてきたが）ので、日

　帰りで同期懇親会を実施計画中（晩春～初夏に日立市

　近郊で）

　②継続して同期ゴルフ懇親を4月に実施する（既に予約済）

◆46回卒（永盛　永一）

　　今年は、同期会を開催予定であるが、前回の参加が

25人程度なので開催するか迷っている。

　　ゴルフは、毎月実施。最初の頃の参加者は、十数人い

たが最近では６人くらいに減っている。昨年２人が逝去

した。

◆48回卒（字原　勝己）

　　48回卒同期会は、前回第5回開催の｢古希祝｣開催から、

コロナの鎮静化を待ち続けて9年。年齢も傘寿を迎える

頃になり、各人から同期会開催の要望が多数届き、コロ

ナ病を蹴落とす勢いを付ける為にも、｢傘寿の祝い｣を開

催しようと決断。

　　令和5年10月12日に日立駅前｢ホテル天地閣｣にて、

総勢19人の皆さんと元気よく、第6回目を開催するこ

とが出来た。

　　幹事長挨拶に始まり、出席者全員による近況報告等で

会話がはずみ、全員が笑顔で大声を張り上げての｢談義

3時間｣であった。

　　ただ、残念なことに｢傘寿｣という年齢から前回出席者

数から大幅に低減。同期会としての条件が保てない状況

に変化した為、出席者全員の合意により今回の同期会を

最後に解散することとした。

　　しかし、寂しきも残ることから今後は、個人的な付き

合いを主体とした活動を活発化することを約束して散会

した。

　　尚、同期会解散の為｢幹事｣という人称を改め、｢48回

卒の連絡員｣として、正:字原、副:千田が出来る限りの

期間を勤めることが全会一致で決定され、傘寿祝いを兼

ねた第6回同期会を無事終了できた。

◆50回卒（関　猪一郎）

１．第53回ゴーマル会ゴルフコンペを2023年3月29日

（水）、グランドスラムカントリークラブにて12人の参

加で行った。 

２．第54回ゴーマル会ゴルフコンペを2023年7月27日

（木）、日立高鈴ゴルフ倶楽部にて8人の参加で行った。

　ゴルフ会場を変えたのは、グランドスラムカントリーク

ラブの値上げとロッカー、コース乗り入れの費用がかさ

みプレー費が高くなった為である。

３．第55回ゴーマル会ゴルフコンペを2023年11月30日

（木）、日立高鈴ゴルフ倶楽部にて8人の参加で行った。

４．2024年度のゴルフは、3回/年で計画する。

　第56回を3/22（金）に日立高鈴ゴルフ倶楽部で予定し

ている。

５．50回卒は喜寿を迎えたので、同期の皆さんに声をか

け｢喜寿祝い｣をしようとの意見が出ている。

６．郵便代も今年から30円の値上げとなりそうなので、

同期会の開催案内は、スマホのSNSで通知することを

考えている。

◆52回卒（石田　正喜）

　　52回卒の活動は、隔年の一泊行事を行ってきたが、

2019年10月の古希祝いを兼ねた懇親会以来、実施して

いない。

　　コロナも感染症５類となり、人の動きは活発になって

きたが少し不安がある。このような状況の中、幹事会に

て｢喜寿の祝い｣を2025年の10月頃に盛大に実施するこ

とに決定した。

　　その他、本部主催行事については、そのつど参加者を

募って積極的に参加するようにしている。

◆54回卒（大森　晴男）

[1]一泊同期会開催 11/20 ～ 21 13人参加

　　大子温泉リバーサイド奥久慈福寿荘にて、コロナ禍等

で5年ぶりの開催となった。2人の初参加もあり、夜中

まで大いに盛り上がった。

[2]ゴルフ（年4回目標）

　①3/31　 JGM笠間ゴルフクラブ　4人参加

　②6/8　 ゴルフ倶楽部セブンレイクス　7人参加

　③8/28　内原カントリークラブ　8人参加

　④l1/20　袋田の滝カントリークラブ　6人参加

[3]その他

　　10/13 NS会ゴルフ 日立ゴルフクラブ　3人参加

　　優勝、準優勝、飛び賞と54回の実力をいかんなく発

揮した。

◆56回卒（内山　薫） 

　　コロナの第５類扱い以降、活動開始のタイミングを伺

っていたが、新年を機会に活動を開始した。

　　まず、本部会員の現況と今後の運営に対する意見を集

約すべくアンケートを配信し意見を聴取中。今後の活動

の方向を決めていく。

　　なお、一部では活動を始めており、旧佐和支部メンバ

ーで2023年11月16日に56回卒同期会を開催している。

（8頁へ続く）

同期会活動報告（偶数卒回）



No.463（8）これからの新しい楽しみを求めて活動する本部会員の頁

同
窓
会
バ
カ

　
色
々
な
会
の
幹
事
を
し
て
い
る
。
中
に

は
漢
字
違
い
の
監
事
も
あ
る
。

　
人
と
交
流
す
る
の
が
好
き
で
各
種
の
会

に
出
席
す
る
が
、
一
会
員
と
し
て
席
に
座

る
こ
と
は
少
な
い
。

　
多
い
の
は
同
窓
会
関
係
で
、
中
学
校
時

代
の
ク
ラ
ス
会
や
学
年
会
、
日
専
校
時
代

の
同
期
会
や
居
住
地
区
の
総
会
。「
同
窓

会
バ
カ
」
と
い
わ
れ
る
所
以
（
ゆ
え
ん
）

の
ひ
と
つ
だ
。
他
に
職
場
や
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
Ｏ
Ｂ
会
も
あ
る
。

　
ハ
ガ
キ
を
送
付
→
出
欠
確
認
→
座
席
表

作
成
な
ど
幹
事
と
し
て
や
る
こ
と
は
多
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
年
は
中
止
し
て
い
た
が
、
５

類
に
移
行
し
た
２
０
２
４
年
か
ら
復
活
し

た
会
が
多
く
な
っ
た
。
48
回
卒
同
期
会
や

日
立
中
部
Ⅰ
地
区
懇
親
会
の
様
子
は
前
号

の
と
お
り
だ
。

　
自
ら
志
願
し
て
同
窓
会
本
部
の
委
員
と

な
り
、
企
画
委
員
会
に
所
属
し
た
。

　
旭
、
中
条
、
神
奈
川
支
部
な
ど
を
訪
問

し
た
遠
隔
支
部
訪
問
。
若
手
会
員
対
象
の

ス
キ
ー
や
料
理
教
室
。
新
配
属
の
会
員
と

指
導
者
の
ペ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
を

行
っ
た
。
総
会
で
は
第
２
部
の
懇
親
会
を

担
当
し
、
料
理
や
酒
を
買
い
出
し
て
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
た
。

　
当
時
の
理
事
会
に
は
顧
問
の
大
先
輩
も

出
席
さ
れ
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
私
の
よ
う
な
ひ
よ
っ
こ
は
席
を
温
め
て

い
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
後
顧
問
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
本
部
会
員
運
営
委
員
会
が
発

足
し
た
。（
30
年
前
の
こ
と
で
あ
る
）

　
平
成
８
・
９
年
度
に
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
委

員
会
で 

「
21
世
紀
に
向
け
て
組
織
・
運
営

を
ど
う
す
る
か
」
を
議
論
し
、
平
成
10
年

に
は
会
館
運
営
委
員
会
に
転
じ
た
。

　
２
０
０
２
年
に
早
期
退
職
し
、
03
年
、

同
窓
会
報
の
本
部
会
員
の
頁
を
担
当
す
る

編
集
委
員
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
時
に
非
常
勤
と
し
て
事
務
局

に
も
入
り
、
基
本
課
題
検
討
委
員
会
の
事

務
局
を
担
当
し
た
。

　
85
周
年
記
念
総
会
は
実
施
で
き
た
が
、

90
周
年
の
記
念
総
会
は
実
施
す
る
一
か
月

前
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
中
止
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
時
は

事
務
局
と
し
て
と
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

（
以
下
次
回
に
続
く
）

コ
ラ
ム

﹁
こ
だ
わ
り
人
生
﹂

小
島 

喜
代
一（
48
卒
）

第
３
回

（7頁の続き）

◆58回卒　（戸村　紀一）

　2023年度の同期会（58会）の活動状況は以下の通り。

　１．コロナ禍で対面での会合・懇親会ができない中、ゴ

　ルフコンペについては感染リスクが低いと判断し、下

　記の通り継続して行ってきた。

　　①2023年3月24日

　　　第22回　日立高鈴ゴルフ倶楽部　参加者：16人

　　②2023年7月7日

　　　第23回　勝田ゴルフクラブ　　　参加者：18人

　　③2023年10月27日

　　　第24回　日立高鈴ゴルフ倶楽部　参加者：14人

　　④2024年3月29日

　　　第25回を日立高鈴ゴルフ倶楽部にて開催予定

　２．｢同期会｣は、昨年（2022年）が隔年開催の年であっ

　たが、コロナ過により断念。まずは、本部会員になっ

　ている同期で幹事会を開き、｢同期会｣の開催時期につ

　いて協議する予定。

　　 【第4回同期会　2019年3月30日　於：｢須賀屋｣】

◆60回卒

　会員数減少により同期会解散。

◆64回卒（槍崎　博幸）

　現在、活動休止中。

◆66回卒（田中　尚）

　◇卒業後、運営委員会への出席は二回目で、活動をスタ

　ートさせたばかり。

　◇取りまとめの役員は決定し、顔合わせ会を泉が森クラ

　ブにて実施。（出席者：４人）

　　泉が森クラブの支配人は同期の松田さんが勤めており、

　今後、活用したい。

　　リニューアル済みで非常にきれいな施設で、テーブル

　席や掘り炬燵型の宴会場を完備。皆さんも懇親会等で

　活用願いたい。

　◇会員の消息の確認を実施したが、動き出しが定年後と

　なったため、シニア社員として会社に残った方以外の

　消息把握は非常に困難となった。

　◇上記に加え、電線や金属がプロテリアル、化成がレゾ

　ナックになり日立グループから外れたため、メールア

　ドレスの検索も出来なくなり、更に確認が困難となった。

　◇現在メールアドレス把握43人、住所把握86人

　　（全123人、物故者4人除く）

　　尚、住所はデータが古く信ぴょう性に疑問。メールア

　ドレスは社人変更で調査後も変動が発生。

　◇反省点として今後は、大半の方々のメールでの確認が

　可能な定年の一年前又は40年か45年勤続のタイミン

　グで同期会を立上げ、名簿を作成し住所データの更新

　等を実施する事が有効と感じた。

　◇以前は圧倒的に日立地区の会員が多かったが、現在は

　勝田・東海地区の会員が多い逆転現象が起きている。

　会員への連絡や消息確認等、その点を考慮した役員の

　選定が必要と感じた。

　◇現役時に同期でゴルフコンペを実施したが、参加者か

　らは非常に好評であり、親睦を図る活動のきっかけと

　したい。　
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【
徒
弟
養
成
所
卒
業
証
書
】

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年

　
４
卒
福
地
五
郎
氏
の
辞
令
に
よ

る
と
卒
業
は
１
９
１
７
（
大
正
６
）

年
５
月
１
日
。
初
期
の
徒
弟
養
成

期
間
は
徴
兵
適
齢
ま
で
の
年
季

勤
め
的
な
制
度
で
あ
っ
た
。
一
級

先
輩
の
３
卒
熊
谷
貞
次
氏
の
養
成

期
間
は
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年

６
月
～
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年

１
０
月
の
４
年
５
ヶ
月
。
福
地
氏

は
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
４
月

～
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
10
月

の
５
年
７
ヶ
月
で
あ
っ
た
。

（
卒
業
証
書
は
４
卒
福
地
五
郎
氏
提
供
）

【
製
図
手
辞
令
】
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年

【
日
立
工
手
学
校
卒
業
証
書
】

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年

　
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
の
頃
、
徒
弟
教

育
の
課
程
を
終
え
た
者
の
な
か
に
は
、
さ
ら

に
勉
学
を
希
望
す
る
者
が
多
数
い
た
。
そ

こ
で
、
高
尾
直
三
郎
日
立
工
場
長
、
馬
場
粂

夫
副
工
場
長
（
当
時
）
は
１
９
２
１
（
大
正

10
）
年
４
月
、
上
級
の
学
校
で
あ
る
日
立
工

手
学
校
を
設
立
し
た
。
校
長
に
馬
場
氏
、
教

頭
に
児
玉
寛
一
氏
（
当
時
は
日
立
工
場
教
育

担
当
、
後
年
に
日
専
校
第
２
代
校
長
）
が

あ
た
り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
毎

夕
、
電
気
科
、
機
械
科
に
分
け
て
授
業
を
開

始
し
た
。
履
修
期
間
は
１
ヶ
年
と
定
め
ら
れ

た
。
工
手
学
校
は
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）

年
に
廃
止
と
な
り
、
生
徒
は
研
究
科
に
編
入

さ
れ
た
。（
工
手
学
校
に
つ
い
て
は
同
窓
会

報
４
５
２
号
参
照
）

（
辞
令
と
卒
業
証
書
は
14
卒
島
﨑
巌
氏
提
供
）

日専校歴史写真【13】「大正、昭和初期の卒業証書」1917（大正6）年 1926（大正15）年 1930（昭和5）年

1925（大正14）年　製図手辞令

【
日
専
校
卒
業
証
書
】

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年

（
卒
業
証
書
は
19
卒
清
水
義
雄
氏
提
供
）

※
本
連
載
で
は
日
工
同
窓
会
報
（
記
念
会
報

含
む
）
か
ら
引
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

歴
史
写
真
館 

ユ
ー

ザ
ー
名 

パ
ス
ワ
ー
ド
】

ユ
ー
ザ
ー
名

：

ｒ
ｅ
ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ

パ
ス
ワ
ー
ド

：

ｏ
ｂ
ａ
ｎ
１
０
０

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年 

徒
弟
養
成
所
卒
業
証
書

1930（昭和5）年　日専校卒業証書 1926（大正15）年　日立工手学校卒業証書

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年 

４
回
生
の
卒
業

記
念
、
高
尾
さ
ん
、
馬
場
さ
ん
と

◎
定
年
退
職

　
　
ご
苦
労
さ
ま

　
　
　
　
で
し
た

佐
藤
　
　
進
氏
（
67
卒
・
那
　
珂
）
23
・
11
・
30

鈴
木
　
勝
則
氏
（
67
卒
・
日
　
高
）
23
・
12
・
31

岡
田
　
昭
文
氏
（
67
卒
・
水
　
戸
）
23
・
12
・
31

小
野
　
賢
一
氏
（
67
卒
・
大
み
か
）
24
・
1
・
31

伊
藤
　
孝
之
氏
（
67
卒
・
大
み
か
）
24
・
1
・
31

関
　
　
　
武
氏
（
67
卒
・
那
　
珂
）
24
・
1
・
31

◎
退
職

渡
辺
　
　
徹
氏
（
82
卒
・
佐
　
和
）
23
・
12
・
31

吉
田
　
聖
也
氏
（
100
卒
・
日
立
パ
ワ
ー
）
24
・
1
・
31

◎
職
場
変
更

鈴
木
　
　
諒
氏
（
96
卒
・
佐
　
和
）
23
・
12
・
1

　
佐
和
支
部
→
那
珂
支
部
へ

◎
本
部
会
員

稲
田
　
　
憲
氏
（
42
卒
）　
　
　
　
23
・
11
・
1

松
本
　
　
勇
氏
（
43
卒
）　
　
　
　
24
・
1
・
8

泉
　
　
栄
一
氏
（
46
卒
）　
　
　
　
24
・
2
・
11

◎
家
族
死
亡

志
賀
　
重
胤
氏
（
77
卒
・
山
　
崎
）
ご
尊
父
23
・
7
・
11

畠
山
　
俊
秀
氏
（
73
卒
・
佐
　
和
）
ご
母
堂
23
・
11
・
10

永
村
　
修
一
氏
（
69
卒
・
佐
　
和
）
ご
尊
父
23
・
11
・
16

宮
本
　
裕
二
氏
（
69
卒
・
大
み
か
）
ご
尊
父
23
・
12
・
6

 

会
員
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
家
族
逝
去

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

４
６
２
号
の
お
詫
び
訂
正

３
頁
　
豊
浦
支
部
年
頭
挨
拶
文
10
行

　（
正
）
株
式
会
社
プ
ロ
テ
リ
ア
ル

　（
誤
）
株
式
会
社
プ
ロ
リ
ア
ル

６
頁
　
令
和
５
年
度
県
知
事
表
彰

　（
正
）
小
川
　
勝
弘
氏
（
68
卒
・
国
分
）

　（
誤
）
小
川
　
勝
広
氏

12
頁
　
日
立
中
央
地
区
懇
親
会
２
段
10
行
目

　（
正
）
杉
山
氏
（
51
卒
）

　（
誤
）
杉
山
氏
（
53
卒
）

年
賀
状
紹
介

　
年
始
に
あ
た
り
、
本
部
会
員
の
方
々
よ

り
年
賀
状
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　
・
池
田
　
武
男
氏
（
32
卒
）

　
・
志
田
　
　
博
氏
（
40
卒
）

　
・
小
島
喜
代
一
氏
（
48
卒
）

　
・
神
代
　
光
昭
氏
（
48
卒
）

　
・
鈴
木
　
　
章
氏
（
51
卒
）

　
私
は
毎
年
、
日
工
同
窓

会
館
に
て
初
日
の
出
を
写

真
に
撮
っ
て
い
る
。
今
年

で
３
年
目
で
あ
る
。
極
寒

の
中
で
の
待
機
と
な
る
の
で
初
め
は
焚
き
火

で
凌
い
で
い
た
が
去
年
か
ら
は
テ
ン
ト
と
薪

ス
ト
ー
ブ
が
手
放
せ
な
い
。
真
っ
暗
な
闇
が

少
し
ず
つ
朝
焼
け
に
染
ま
る
紫
の
世
界
。
や

が
て
太
陽
の
光
が

世
を
包
む
。
会
館
か

ら
の
絶
景
を
独
り

占
め
で
あ
る
。
毎
年

付
き
合
っ
て
く
れ

る
妻
に
も
感
謝
し

て
い
る
。      

（
光
）



日　工　同　窓　会　報 No.463（10）2024年2月22日発行

小平浪平翁生誕150年記念展《オリジンパークで1/15～開催》


